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著者 中村 晋 

 

調査地域 大分県 

 

調査時期 1988-1994年 

 

調査対象 大分大学新入生 

 

有効回答数 1988年：892人、1989年：761人、1990年：817人、1991年：825人、 

 1992年：907人、1993年：927人、1994年：850人 

 

診断方法 独自の質問票 

 

有症率  スギ花粉症 1988年：12.0% 

    1989年：16.6% 

    1990年：15.5% 

    1991年：16.1% 

    1992年：15.7% 

    1993年：17.4% 

    1994年：14.7% 

 

調査概要    大分大学新入生の入学時の定期検診時の調査票結果と血液特異的 IgE抗体価 

  検査結果によるスギ花粉症有病率の経年変化。花粉飛散数との関連を示唆。 

 

 


